
(3)

委
員
会
別
の
成
立
し
た
法
律
・
条
約
等
の
要
旨
及
び
本
会
議
に
お
け
る
委
員
長
報
告
（
議
案
審
議
表
付
）

○
内
閣
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
四
件
）

（
衆
）
は
提
出
時
の
先
議
院

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

院議先

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

３

一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案

衆

平
成
元
、
一
一
、
二
九
平
成
元
、
一
一
、
二
九

　
　
（
予
）

平
成
元
、
一
二
、
七

可
　
　
決

平
成
元
、
一
二
、
八

可
　
　
決

平
成
元
、
一
一
、
二
九

平
成
元
、
一
一
、
三
〇

可
　
　
決

平
成
元
、
一
一
、
三
〇

可
　
　
決

４

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
及
び
国
際
花

と
緑
の
博
覧
会
政
府
代
表
の
設
置
に
関
す
る
臨
時
措

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

一
一
、
二
九

一
一
、
二
九

（
予
）

　
　
一
二
、
七

可
　
　
決

　
　
一
二
、
八

可
　
　
決

一
一
、
二
九

　
　
一
一
、
三
〇

可
　
　
決

　
　
一
一
、
三
〇

可
　
　
決

5

防
衛
庁
職
員
給
与
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

一
一
、
二
九

一
一
、
二
九

（
予
）

　
　
一
二
、
七

可
　
　
決

　
　
一
二
、
八

可
　
　
決

一
一
、
二
九

　
　
一
一
、
三
〇

可
　
　
決

　
　
一
一
、
三
〇

可
　
　
決

114
国
会
67

国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案

（
衆
）

元
、
三
、
二
九

元
、
一
一
、
三
〇

元
、
一
二
、
一
四

可
　
　
決

元
、
一
二
、
一
五

可
　
　
決

元
、
九
、
二
八

大
　
　
蔵

元
、
一
一
、
三
〇

修
　
　
正

元
、
一
一
、
三
〇

修
　
　
正

百
十
四
回
国
会

百
十
五
回
国
会

　
衆
　
　
継
　
　
続



本
院
議
員
提
出
法
律
案
（
一
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

衆
　
へ
　
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

　

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

12

行
政
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
案

猪
熊
重
二
君

　
（
元
、
一
一
、
一
三
）
元
、
一
一
、
一
五 
 
 
 
 
 
 
 

元
、
一
二
、
四

継
　
続
　
審
　
査

衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
二
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

本
院
へ
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

6
）

平
成
元
年
四
月
分
か
ら
同
年
七
月
分
ま

で
の
扶
助
料
に
係
る
加
算
の
年
額
等
の

特
例
に
関
す
る
法
律
案

内
閣
委
員
長

　
（
元
、
一
一
、
三
〇
）
元
、
一
一
、
三
〇

元
、
一
一
、
三
〇

元
、
一
一
、
三
〇

　
　
（
予
）

元
、
一
二
、
一
四

可
　
　
決

元
、
一
二
、
一
五

可
　
　
決

元
、
一
一
、
三
〇

可
　
　
決

113
国
会

8

臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
設
置

法
案

竹
内
黎
一
君

外
　
四
　
　
名

（
昭
和
六
三
、
一
二
、
二
〇
）

元
、
一
一
、
一
七

元
、
一
一
、
一
七元
、
一
一
、
二
八

可
　
　
決

元
、
一
二
、
一

可
　
　
決

元
、
九
、
二
八

元
、
一
一
、
一
六

可
　
　
決

元
、
一
一
、
一
七

可
　
　
決

百
十
三
回
国
会

百
十
四
回
国
会

百
十
五
回
国
会

衆
　
継
　
続



一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
閣
法
第
三
号
）

要
旨　
本
法
律
案
は
、
人
事
院
の
国
会
及
び
内
閣
に
対
す
る
平
成
元
年
八

月
四
日
付
け
の
給
与
改
定
に
関
す
る
勧
告
に
か
ん
が
み
、
一
般
職
の

国
家
公
務
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
人
事
院
勧
告
ど
お
り
の
改
定
を
行

お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
一
、
全
俸
給
表
の
全
俸
給
月
額
を
引
き
上
げ
る
。
（
平
均
改
定
率
三
・

　
一
％
）

二
、
医
師
及
び
歯
科
医
師
に
対
す
る
初
任
給
調
整
手
当
の
支
給
月
額

　
の
限
度
額
を
二
十
五
万
五
千
円
に
引
き
上
げ
る
。

三
、
交
通
機
関
等
利
用
者
に
対
す
る
通
勤
手
当
の
全
額
支
給
の
限
度

　
額
の
月
額
を
三
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

四
、
単
身
赴
任
手
当
を
新
設
し
、
支
給
月
額
の
基
礎
額
を
二
万
円
、

　
加
算
最
高
限
度
額
を
一
万
八
千
円
と
す
る
。

五
、
六
月
期
に
支
給
す
る
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

　
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
一
月
分
引
き
上
げ
る
。

六
、
非
常
勤
の
委
員
、
顧
問
、
参
与
等
に
対
す
る
手
当
の
支
給
限
度

　
額
を
日
額
二
万
九
千
六
百
円
に
引
き
上
げ
る
。

七
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か

　
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
改
正
規
定
等

　
は
、
平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
給
与
関
係
三
法
律
案
に
つ
き
ま
し

　
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

　
す
る
法
律
案
は
、
本
年
八
月
の
給
与
に
つ
い
て
の
人
事
院
勧
告
を
完

　
全
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
そ
の
内
容
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
全
俸
給
表
の

　
全
俸
給
月
額
を
本
年
四
月
一
日
か
ら
平
均
三
・
一
％
引
き
上
げ
る
と

　
と
も
に
、
通
勤
手
当
、
医
師
等
の
初
任
給
調
整
手
当
等
の
改
定
、
期

　
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
の
引
上
げ
及
び
単
身
赴
任
手
当
の
新
設

　
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
次
に
、
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
及
び
国
際
花
と
緑

　
の
博
覧
会
政
府
代
表
の
設
置
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正

　
す
る
法
律
案
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
定
等
に
併
せ
て
、
特
別

　
職
の
職
員
の
俸
給
月
額
に
つ
い
て
所
要
の
改
定
等
を
行
お
う
と
す
る



も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
防
衛
庁
職
員
給
与
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、

一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
定
等
に
準
じ
て
、
防
衛
庁
職
員
の
俸
給
月

額
に
つ
い
て
所
要
の
改
定
等
を
行
う
と
と
も
に
、
防
衛
大
学
校
等
の

学
生
か
ら
引
き
続
き
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
た
者
の
退
職
手
当
算
定
に

係
る
在
職
期
間
の
通
算
要
件
を
改
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
以
上
三
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と

し
、
人
事
院
勧
告
に
対
す
る
政
府
の
姿
勢
、
公
務
員
の
単
身
赴
任
の

現
状
と
対
策
、
週
休
二
日
制
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い

ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を

代
表
し
て
、
吉
川
理
事
よ
り
、
一
般
職
職
員
給
与
法
改
正
案
に
賛
成
、

他
の
二
法
律
案
に
反
対
の
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
順
次
採
決
の
結
果
、
一
般
職
職
員
給
与
法
改
正
案
は
全

会
一
致
を
も
っ
て
、
特
別
職
職
員
給
与
法
等
改
正
案
及
び
防
衛
庁
職

員
給
与
法
改
正
案
は
そ
れ
ぞ
れ
多
数
を
も
っ
て
、
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
職
職
員
給
与
法
改
正
案
に
対
し
、
全
会
一
致
を
も
っ

て
三
項
目
の
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
及
び
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
政

府
代
表
の
設
置
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

　
（
閣
法
第
四
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
特

別
職
の
職
員
の
給
与
の
額
の
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、
秘
書
官
に
つ

い
て
単
身
赴
任
手
当
を
新
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
内
閣
総
理
大
臣
、
国
務
大
臣
、
内
閣
法
制
局
長
官
、
政
務
次
官

　
そ
の
他
の
俸
給
月
額
を
引
き
上
げ
る
。

二
、
大
使
及
び
公
使
の
俸
給
月
額
を
引
き
上
げ
る
。

三
、
秘
書
官
の
俸
給
月
額
を
引
き
上
げ
る
。

四
、
委
員
会
の
常
勤
委
員
及
び
非
常
勤
委
員
の
日
額
手
当
の
支
給
限

　
度
額
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
。

五
、
秘
書
官
に
、
一
般
職
の
職
員
の
例
に
よ
り
単
身
赴
任
手
当
を
支

　
給
す
る
。

六
、
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
政
府
代
表
の
俸
給
月
額
を
引
き
上
げ
る
。

七
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か

　
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
秘
書
官
の
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
改



正
規
定
は
、
平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
三
一
ペ
ー
ジ
参
照

防
衛
庁
職
員
給
与
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、

　
防
衛
庁
職
員
の
俸
給
月
額
等
を
改
定
し
、
併
せ
て
退
職
手
当
の
算
定

　
の
基
礎
と
な
る
勤
続
期
間
を
計
算
す
る
に
際
し
、
防
衛
大
学
校
等
の

　
学
生
と
し
て
の
在
職
期
間
に
つ
い
て
自
衛
官
と
し
て
の
在
職
期
間
に

　
通
算
す
る
場
合
の
要
求
を
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
参
事
官
等
俸
給
表
の
俸
給
月
額
を
平
均
二
・
九
％
、
自
衛
官
俸

　
　
給
表
の
俸
給
月
額
を
平
均
三
・
四
％
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
。

　
二
、
防
衛
大
学
校
及
び
防
衛
医
科
大
学
校
の
学
生
に
支
給
す
る
学
生

　
　
手
当
の
月
額
を
七
万
四
千
八
百
円
に
引
き
上
げ
る
。

　
三
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
例
に
準
じ
て
、
単
身
赴
任
手
当
を
新

　
　
設
す
る
。

四
、
営
舎
外
居
住
を
許
可
さ
れ
た
自
衛
官
に
支
給
す
る
営
外
手
当
の

　
月
額
を
六
千
百
三
十
円
に
引
き
上
げ
る
。

五
、
防
衛
大
学
校
及
び
防
衛
医
科
大
学
校
の
学
生
か
ら
引
き
続
き
自

　
衛
官
に
任
用
さ
れ
た
者
の
退
職
手
当
算
定
に
係
る
在
職
期
間
の
通

　
算
要
件
を
、
自
衛
官
と
し
て
六
月
以
上
在
職
し
た
こ
と
と
す
る
。

六
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か

　
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
定
は
、
平

　
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
ま
た
、
防
衛
大
学
校
等
を
卒
業

　
し
た
者
の
通
算
要
件
に
関
す
る
規
定
は
、
施
行
の
日
以
後
に
防
衛

　
大
学
校
等
を
卒
業
し
た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
三
一
ペ
ー
ジ
参
照

国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
十

四
回
国
会
閣
法
第
六
七
号
）

要
旨

　
本
法
律
案
の
主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
長
期
給
付
に
係
る
改
正



１
　
特
別
支
給
の
退
職
共
済
年
金
及
び
退
職
年
金
の
定
額
単
価
、

　
障
害
共
済
年
金
等
及
び
障
害
年
金
等
の
最
低
保
障
額
等
を
平
成

　
元
年
四
月
一
日
（
衆
議
院
に
お
い
て
「
平
成
元
年
十
月
一
日
」

　
を
修
正
）
か
ら
引
き
上
げ
る
。

２
　
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
る
年
金
額
の
算
定
の
基
礎

　
と
な
る
標
準
報
酬
月
額
等
に
つ
い
て
平
成
元
年
四
月
一
日
（
衆

　
議
院
に
お
い
て
「
平
成
元
年
十
月
一
日
」
を
修
正
）
か
ら
引
き

　
上
げ
る
。

３
　
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
る
年
金
額
を
、
毎
年
四
月

　
か
ら
、
前
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
率
に
応
じ
て
政
令
で

　
改
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

４
　
在
職
中
に
支
給
す
る
退
職
共
済
年
金
等
の
支
給
割
合
を
、
本

　
法
律
の
施
行
さ
れ
た
月
の
初
日
（
衆
議
院
に
お
い
て
「
平
成
元

　
年
十
月
一
日
」
を
修
正
）
か
ら
標
準
報
酬
等
級
の
区
分
に
応
じ
、

　
三
段
階
か
ら
七
段
階
（
衆
議
院
に
お
い
て
「
五
段
階
」
を
修
正
）

　
と
す
る
。

５
　
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
等
が
支
給
す
る
年
金
の
支
払
い
回

　
数
を
平
成
二
年
二
月
一
日
「
衆
議
院
に
お
い
て
「
平
成
元
年
十

　
月
一
日
」
を
修
正
）
か
ら
年
四
回
を
年
六
回
に
改
め
る
等
の
改

　
正
を
行
う
。

二
、
日
本
鉄
道
共
済
組
合
の
支
給
す
る
年
金
に
つ
い
て
、
そ
の
厳
し

　
い
財
政
事
情
に
対
応
す
る
た
め
の
自
助
努
力
の
一
環
と
し
て
、
平

　
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
年
金
給
付
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

　
旅
客
鉄
道
会
社
等
の
特
別
負
担
及
び
日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団

　
の
特
別
負
担
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
る
。

三
、
日
本
た
ば
こ
産
業
共
済
組
合
の
支
給
す
る
年
金
に
つ
い
て
、
そ

　
の
厳
し
い
財
政
事
情
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
二
年
四
月
一
日
か

　
ら
年
金
給
付
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株

　
式
会
社
の
特
別
負
担
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
る
。

四
、
標
準
報
酬
等
級
を
六
万
八
千
円
か
ら
四
十
七
万
円
ま
で
の
三
十
一

　
等
級
か
ら
、
八
万
円
か
ら
五
十
三
万
円
ま
で
の
三
十
等
級
に
本
法

　
律
の
公
布
さ
れ
た
月
の
翌
月
の
初
日
（
衆
議
院
に
お
い
て
「
平
成

　
元
年
十
月
一
日
」
を
修
正
）
か
ら
改
め
る
と
と
も
に
、
短
期
給
付

　
等
に
係
る
標
準
報
酬
等
級
に
つ
い
て
は
、
本
法
律
の
公
布
さ
れ
た

　
月
の
翌
月
の
初
日
（
衆
議
院
に
お
い
て
「
平
成
元
年
十
月
一
日
」

　
を
修
正
）
か
ら
政
令
で
標
準
報
酬
の
最
高
等
級
の
上
に
さ
ら
に
等

　
級
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
等
の
改
正
を
行
う
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
一
の
１
、
２
の
修
正
に
伴
い
、
平
成

元
年
四
月
分
か
ら
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
特
例
措
置
に
関
す
る
規
定
を

削
除
す
る
等
の
所
要
の
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。



委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告

　
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

　
案
は
、
厚
生
年
金
と
同
様
、
年
金
給
付
の
改
善
、
完
全
自
動
物
価
ス

　
ラ
イ
ド
方
式
の
導
入
等
を
行
い
ま
す
ほ
か
、
鉄
道
共
済
年
金
及
び
た

　
ば
こ
共
済
年
金
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
厳
し
い
財
政
事
情
に
対
応
す

　
る
た
め
の
自
助
努
力
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
年
四
月
か
ら
年
金
給

　
付
の
見
直
し
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
衆
議
院
に
お
き
ま
し
て
年
金
額
の
引
上
げ
措
置
を
平
成
元

　
年
十
月
実
施
か
ら
平
成
元
年
四
月
実
施
と
す
る
こ
と
等
の
修
正
が
行

　
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
公
的
年
金
制
度
一
元
化
の
内
容
、
鉄

　
道
共
済
年
金
の
救
済
措
置
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

　
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を

　
代
表
し
て
、
吉
川
理
事
よ
り
、
本
法
律
案
に
反
対
の
旨
の
意
見
が
述

　
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お

　
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
三
項
目
の
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
平
成
元
年
四
月
分
か
ら
同
年
七
月
分
ま
で
の
扶
助
料
に
係

る
加
算
の
年
額
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
は
、
衆
議
院
内
閣
委
員

長
提
出
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
内
容
は
、
本
年
八
月
分

か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
扶
助
料
等
に
係
る
寡
婦
加
算
及
び
遺
族

加
算
の
年
額
の
引
上
げ
措
置
を
、
遺
族
た
る
恩
給
受
給
者
の
福
祉
の

向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
四
月
分
か
ら
七
月
分
ま
で
の
扶
助
料
等
に

つ
い
て
も
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
採
決
の

結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
元
年
四
月
分
か
ら
同
年
七
月
分
ま
で
の
扶
助
料
に
係
る
加
算
の
年

額
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
（
衆
第
六
号
）

要
旨

　
本
法
律
案
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
平
成
元
年
八
月
分
か
ら
実
施
し
た
扶
助
料
等
に
係
る
寡
婦
加
算

　
及
び
遺
族
加
算
の
年
額
の
引
上
げ
措
置
を
、
遺
族
た
る
恩
給
受
給



　
者
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
同
年
四
月
分
か
ら
七
月
分
ま
で

　
の
扶
助
料
等
に
つ
い
て
も
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
前
ペ
ー
ジ
参
照

臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
設
置
法
案
（
第
百
十
三
回
国
会
衆
第

八
号
）

要
旨　

本
案
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
脳
死
及
び
臓
器
移
植
に
係
る
社
会
情
勢
の
変
化
に
か
ん
が
み
、

　
臓
器
移
植
の
分
野
に
お
け
る
生
命
倫
理
に
配
慮
し
た
適
正
な
医
療

　
の
確
立
に
資
す
る
た
め
、
総
理
府
に
、
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植

　
調
査
会
（
以
下
「
調
査
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

二
、
調
査
会
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
、
脳
死
及
び
臓
器

　
移
植
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
広
く
、
か
つ
、
総
合
的
に
検

　
討
を
加
え
、
脳
死
及
び
臓
器
移
植
に
関
す
る
施
策
に
係
る
重
要
事

　
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
と
と
も
に
、
内
閣
総
理
大
臣
に
意
見

　
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
調
査
会
の
答
申
又
は
意
見
を
尊
重
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
も
に
、
答
申
等
を
国
会
に
報
告
す
る
。

三
、
調
査
会
は
、
脳
死
及
び
臓
器
移
植
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

　
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
、

　
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
十
五
人
以
内
の
委
員
（
非
常
勤
）
で

　
組
織
す
る
。

四
、
調
査
会
は
、
国
の
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
て
、
資
料
の
提

　
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

五
、
本
法
律
は
、
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
日
に

　
そ
の
効
力
を
失
う
。

六
、
本
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

　
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

　
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
御
報
告

　
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
衆
議
院
提
出
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の



主
な
内
容
は
、
脳
死
及
び
臓
器
移
植
に
係
る
社
会
情
勢
の
変
化
に
か

ん
が
み
、
臓
器
移
植
の
分
野
に
お
け
る
生
命
倫
理
に
配
慮
し
た
適
正

な
医
療
の
確
立
に
資
す
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
、

脳
死
及
び
臓
器
移
植
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
広
く
、
か
つ
、

総
合
的
に
検
討
を
加
え
、
脳
死
及
び
臓
器
移
植
に
関
す
る
重
要
事
項

に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
機
関
と
し
て
、
総
理
府
に
臨
時
脳
死
及
び

臓
器
移
植
調
査
会
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
調
査
会
の
委
員
は
、
十
五
人
以
内
と
し
、
内
閣
総
理
大
臣
が
両

議
院
の
同
意
を
得
て
、
任
命
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
法
律
は
、
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た

日
に
効
力
を
失
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
調
査
会
委
員
の
選
考
方
法
、
本
調

査
会
の
運
営
の
あ
り
方
、
諸
外
国
に
お
け
る
臓
器
移
植
の
実
情
等
に

つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
ほ
か
、
参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取
い

た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を

代
表
し
て
、
吉
川
理
事
よ
り
反
対
の
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
次
い

で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
附
帯
決
議
が
全
会
一
致
を
も
っ
て
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




